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第14回 香川県整形外科集談会抄録 89 
齢は， 44才から55才までの平均52才 1ヵ月である．全 関節鏡検査にて，大腿骨外穎前外側部に，約 1cm径
例に HarisGalante の prosthesisを使用している． の骨軟骨欠損があり，関節を展開すると縦 2.5cm・ 
THRは6例に， 1例， Endoprosthesisを含む． 横 3.2cmの骨軟骨片が，四頭筋陵の深層部にて上嚢
7例中6例に Fibrousingrowthと考えられる骨透過 部に保留されていた骨折周辺部の軟骨亀裂著明にて，
像を認め， うち4例は，全周性におこっていた．この 摘出術，シェービングを行なう．発生機転として関節


















































































patella alta, joint laxity，内旋位歩行が著明であった．












































績を得た 1例を報告する 症例は67才，女性， 17年前
にRAと診断されている．約2年前より歩行障害，両
手しびれ感が増強，2ヵ月前に転倒し立位および歩行




圧迫を認めた．手術は C1，および CH の椎弓切除術，



































































症例 1は66才男性で C判， c5/6椎聞の黄色靭帯に石































































1 f9ljを報告する．症例は48才，男性で von Reck!-
inghausen病を合併していた．約6年前より右肢禽部
腫癒が出現し，次第に増大，約 1年前より榛骨神経麻






















































































































Edelstein and Murphyの方法による PAのX線分類で


























































全を招いた例と， RAにてセメント レス Bipolar人工
骨頭を置換後，同側の TKRも行ない大転子の癒合不
全，ステムの緩みが進行した例，計2{71］に初回手術後





















































3) Synovial chondromatosis による




















と fibrous band の切離を施行した．病理所見は，
第14回香川県整形外科集談会抄録 97 
Mil gramのいう Synovialchondromatosisの皿期に相当 結果，我々の症例においては重篤な副作用の出現は
した． 認めず， MTX血中濃度測定にて安全域上限の有効血
中濃度が得られた．ス， MTXの抗癌剤としての有効












cel sarcoma, melanotic type と診断さわた．直ちに



























































内反骨切り術は CE角 10° 以上か角 LOM60° 以上
のものと， CE角。。以上かつ角 LOM50° 以上のもの










































































































































































































































































骨折型は， 4part骨折7例と最も多く，ついで 4part 







































































































う傾向にあった．歩行能力は Community ambulator 



































































側） We押 ha！徴候陽性，血清 RPR陽性から， Tabes
dorsal is によるものと診断した．骨シンチで患倶u関節
周辺の骨に広範な集積を認め，骨代謝の充進している
104 日外宝第60巻第1号（平成 3年 1月）





















































































































































































































































































108 日外宝第60巻第 l号（平成3年 1月）
慢性関節リウマチ!0{71]14関節である．使用した人工関
節は MarkI 5 17118関節，MarkII 11例14関節，





調査時77.2点に改善された． レ線評価は FTA 術前












































































大きく，術中の画像診断では簡便で最も優れた補助診 我々は，金製剤や Dー ベニシラミンとL、った従来の
























































































α＝36.0°-tan 11___!__ ・ _2_) 
¥tan r/2 sin (31 
の関係が成立した
本柱モテPノレによる測定値と比較を行い，症例を供覧
した
香川県身体障害者総合リ ハビリテー
??????????
?????
?
???
昭和48年より昭和63年まで・の16年間に他の治療にも
かかわらず膝蓋骨高位と膝屈曲変形をきたした脳性麻
薄患者11例18膝に行なった Patelleradvancementの結
果に考察を加えて報告した．
全体では Blackburneの膝蓋骨高位の評価法で，術
前平均1.16が0.57に改善され，術後の経過でも比較的
よい位置に保たれていた．可動域は伸展は術前20度か
ら60度までの伸展障害を示していたのが．術後はほぼ
完全な伸展位が得られた．屈曲は術前は完全屈曲可能
であったが，術後は正座ができなくなるものが多かっ
た．移動能力については，杖歩行をしていたものが杖
なしで歩けるようになったものが2症例， 2本杖歩行
していたものが l本杖になったものが 1症例あった．
本法の利点は極力な膝伸展力が得られ，下肢のアラ
イメントが改善されることである．欠点は正座ができ
なくなることである．
21）先天性内反足の治療経験
国立療養所香川小児病院整形外科
0乙宗 隆，内田 理
